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背景背景背景背景とととと課題課題課題課題

� 目標管理目標管理目標管理目標管理はははは，，，，具体的具体的具体的具体的なななな数値目標数値目標数値目標数値目標がががが中心中心中心中心でででで具体的具体的具体的具体的なアクションプランはなアクションプランはなアクションプランはなアクションプランは現場任現場任現場任現場任せせせせ。。。。

⇒⇒⇒⇒ 全社戦略全社戦略全社戦略全社戦略がががが現場現場現場現場までまでまでまで浸透浸透浸透浸透しないしないしないしない。。。。

� 目標管理目標管理目標管理目標管理のののの結果評価結果評価結果評価結果評価もももも数値評価数値評価数値評価数値評価がががが中心中心中心中心。。。。

⇒⇒⇒⇒ 目標未達目標未達目標未達目標未達のののの原因究明原因究明原因究明原因究明がががが部署単位部署単位部署単位部署単位でででで俗人的俗人的俗人的俗人的。。。。

� 期末期末期末期末にならないとにならないとにならないとにならないと成果成果成果成果がががが不明不明不明不明。。。。

⇒⇒⇒⇒ 期中期中期中期中でででで、、、、アクションプランがうまくいっているかどうかのアクションプランがうまくいっているかどうかのアクションプランがうまくいっているかどうかのアクションプランがうまくいっているかどうかの判断判断判断判断ができないができないができないができない。。。。

� トップダウンのトップダウンのトップダウンのトップダウンの数値目標数値目標数値目標数値目標（（（（売上売上売上売上、、、、コストコストコストコスト））））

� トップダウントップダウントップダウントップダウン戦略戦略戦略戦略はははは抽象的抽象的抽象的抽象的

� アクションプランはボトムアップアクションプランはボトムアップアクションプランはボトムアップアクションプランはボトムアップ

� 整合性整合性整合性整合性チェックチェックチェックチェック無無無無しししし

� トップダウンのトップダウンのトップダウンのトップダウンの具体的具体的具体的具体的なななな戦略目標戦略目標戦略目標戦略目標（（（（数値目標含数値目標含数値目標含数値目標含むむむむ））））

� 上位上位上位上位⇔⇔⇔⇔下位下位下位下位，，，，横横横横（（（（他部署他部署他部署他部署））））とのとのとのとの整合性整合性整合性整合性

� アクションプランとアクションプランとアクションプランとアクションプランと戦略戦略戦略戦略のののの整合整合整合整合

� 数値目標数値目標数値目標数値目標ははははKPIKPIKPIKPI化化化化でモニタリングでモニタリングでモニタリングでモニタリング可能可能可能可能

整合性整合性整合性整合性
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GQM+GQM+GQM+GQM+StrategiesStrategiesStrategiesStrategiesをををを使使使使うううう目的目的目的目的

営業営業営業営業部門部門部門部門営業営業営業営業部門部門部門部門 SESESESE部門部門部門部門SESESESE部門部門部門部門

目標目標目標目標

戦略戦略戦略戦略

目標目標目標目標

戦略戦略戦略戦略

目標目標目標目標

測定指標測定指標測定指標測定指標 測定指標測定指標測定指標測定指標

目標目標目標目標(Goal(Goal(Goal(Goal))))

戦略戦略戦略戦略(Strategies)(Strategies)(Strategies)(Strategies)

測定指測定指測定指測定指(KGI)(KGI)(KGI)(KGI)

事実事実事実事実(Context) (Context) (Context) (Context) 

仮定仮定仮定仮定(Assumption )(Assumption )(Assumption )(Assumption )

事実事実事実事実・・・・仮定仮定仮定仮定事実事実事実事実・・・・仮定仮定仮定仮定

事実事実事実事実・・・・仮定仮定仮定仮定

測定指標測定指標測定指標測定指標目標目標目標目標

戦略戦略戦略戦略（（（（施策施策施策施策））））

事実事実事実事実・・・・仮定仮定仮定仮定

測定指標測定指標測定指標測定指標

関
係
者

関
係
者

関
係
者

関
係
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とと とと
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が
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ら
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略
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略
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術
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術
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ら
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ら
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目
標
管
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標
管
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展
開

展
開

展
開

展
開

• 営業営業営業営業目標目標目標目標、、、、戦略戦略戦略戦略とととと整合性整合性整合性整合性のあるのあるのあるのある要員計画要員計画要員計画要員計画

• 納得納得納得納得・・・・合意合意合意合意できるできるできるできる案件案件案件案件のののの優優優優先順位先順位先順位先順位のののの設定設定設定設定

GQM+Strategies®の提供する価値 GQM+Strategies®の特徴

経営層経営層経営層経営層経営層経営層経営層経営層

• 事業事業事業事業目標目標目標目標、、、、戦略戦略戦略戦略とととと

整合性整合性整合性整合性のあるのあるのあるのある資源資源資源資源

投資投資投資投資

• 要員計画要員計画要員計画要員計画のののの効果効果効果効果

のののの理解理解理解理解、、、、合意合意合意合意

• 事業事業事業事業目標目標目標目標、、、、戦略戦略戦略戦略とととと

整合性整合性整合性整合性のあるのあるのあるのある部部部部

署署署署目標目標目標目標、、、、戦略戦略戦略戦略へへへへ

のののの展開展開展開展開

• 営業営業営業営業部門戦略部門戦略部門戦略部門戦略のののの

効果効果効果効果のののの理解理解理解理解、、、、合合合合

意意意意

１１１１．．．．全社目標全社目標全社目標全社目標とととと全社戦略全社戦略全社戦略全社戦略、、、、それをそれをそれをそれを支支支支えるえるえるえる下位組織下位組織下位組織下位組織のののの目標目標目標目標、、、、戦略戦略戦略戦略とのつながりをとのつながりをとのつながりをとのつながりを組織構成組織構成組織構成組織構成にににに合合合合わせてわせてわせてわせて可視化可視化可視化可視化しししし、、、、

そのそのそのその整合性整合性整合性整合性をををを明示明示明示明示するするするする。。。。これによってこれによってこれによってこれによって企業全体企業全体企業全体企業全体がががが目標目標目標目標にににに向向向向かってかってかってかって動動動動くくくく際際際際のののの齟齬齟齬齟齬齟齬（（（（矛盾矛盾矛盾矛盾））））がはっきりするがはっきりするがはっきりするがはっきりする。。。。

２２２２．．．．各組織各組織各組織各組織のののの戦略戦略戦略戦略をををを明明明明らかにするらかにするらかにするらかにする際際際際にににに、、、、そのそのそのその根拠根拠根拠根拠をををを【【【【事実事実事実事実（（（（ContextContextContextContext）））） 】】】】とととと【【【【仮定仮定仮定仮定（（（（AssumptionAssumptionAssumptionAssumption）））） 】】】】にににに分分分分けてけてけてけて整理整理整理整理するするするする。。。。

【【【【仮定仮定仮定仮定】】】】がががが多多多多いときにはいときにはいときにはいときには、、、、まだまだまだまだ根拠根拠根拠根拠があいまいでがあいまいでがあいまいでがあいまいで不確不確不確不確かかかか（（（（リスクがあるリスクがあるリスクがあるリスクがある））））とととと判断判断判断判断するするするする。。。。

３３３３．．．．目標目標目標目標がががが達成達成達成達成できなかったときにはできなかったときにはできなかったときにはできなかったときには、、、、どのどのどのどの戦略戦略戦略戦略がまずかったのかをがまずかったのかをがまずかったのかをがまずかったのかを見極見極見極見極めるめるめるめる必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。そのためにそのためにそのためにそのために目標達成目標達成目標達成目標達成をををを測測測測るるるる

指標指標指標指標をををを管理管理管理管理するするするする。。。。

戦略戦略戦略戦略（（（（施策施策施策施策））））
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� 試行試行試行試行するするするする範囲範囲範囲範囲をををを絞絞絞絞るるるる。。。。

⇒⇒⇒⇒ 広範囲広範囲広範囲広範囲にするとステークホルダがにするとステークホルダがにするとステークホルダがにするとステークホルダが多多多多くなりくなりくなりくなり、、、、運用運用運用運用にににに多大多大多大多大なパワーがなパワーがなパワーがなパワーが必要必要必要必要になるになるになるになる。。。。

� 試行試行試行試行するにあたってするにあたってするにあたってするにあたって年間年間年間年間のトレーナのトレーナのトレーナのトレーナ（（（（推進役推進役推進役推進役））））をををを決決決決めるめるめるめる。。。。

⇒⇒⇒⇒ トレーナがいないとトレーナがいないとトレーナがいないとトレーナがいないと、、、、グリッドのメンテナンスができないグリッドのメンテナンスができないグリッドのメンテナンスができないグリッドのメンテナンスができない。。。。

� 初期初期初期初期のグリッドのグリッドのグリッドのグリッド導出導出導出導出にはにはにはには、、、、ワークショップワークショップワークショップワークショップ形式形式形式形式をををを採用採用採用採用するするするする。。。。

⇒⇒⇒⇒ 当事者意識当事者意識当事者意識当事者意識をををを高高高高めめめめ、、、、各人各人各人各人がががが深深深深くくくく思考思考思考思考することをすることをすることをすることを学学学学ぶぶぶぶ。。。。

適用組織適用組織適用組織適用組織のののの構成構成構成構成

営業第4部

開発部

技術部

営業第1部

営業第2部

営業第3部

第1本部 第3本部 第4本部

事業グループ事業グループ 事業グループ 事業グループ

経営企画

グループ

････

第２本部
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� グリッドはグリッドはグリッドはグリッドは、、、、一旦一旦一旦一旦、、、、穴穴穴穴がががが開開開開いていてもいていてもいていてもいていても構構構構わずわずわずわず全体全体全体全体をををを作成作成作成作成。。。。

� ワークショップを２ワークショップを２ワークショップを２ワークショップを２時間単位時間単位時間単位時間単位で３で３で３で３回開催回開催回開催回開催しししし、、、、評価評価評価評価をしながらをしながらをしながらをしながら修正修正修正修正。。。。

� 本本本本グリッドはグリッドはグリッドはグリッドは模造紙模造紙模造紙模造紙でででで作成作成作成作成しししし、、、、そのそのそのその後電子化後電子化後電子化後電子化。。。。本部全員本部全員本部全員本部全員がががが共有共有共有共有できるサーバできるサーバできるサーバできるサーバ上上上上にににに保存保存保存保存。。。。

目標管理設計目標管理設計目標管理設計目標管理設計プロセスプロセスプロセスプロセス（（（（初年度初年度初年度初年度））））

3000300030003000

外部外部外部外部・・・・内部環境内部環境内部環境内部環境

のののの調査調査調査調査

2000200020002000

上位数値目標上位数値目標上位数値目標上位数値目標のののの

設定設定設定設定

定性目標定性目標定性目標定性目標をををを分分分分

解解解解しししし設定設定設定設定

3100310031003100

数値目標数値目標数値目標数値目標をををを分分分分

解解解解しししし設定設定設定設定

2100210021002100

�上位組織から

降りてきた数値

目標と定性目

標を分解してグ

リッド作成

1000100010001000

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ編成編成編成編成

GQM+StrategiGQM+StrategiGQM+StrategiGQM+Strategi

esesesesのののの理解理解理解理解

1100110011001100

�IPA/SECで公

開されているコ

ンテンツを活用

し、社内推進役

への教育実施

5000500050005000

GQM+StrategiesGQM+StrategiesGQM+StrategiesGQM+Strategies

のグリッドのグリッドのグリッドのグリッド作成作成作成作成

戦略戦略戦略戦略のののの設定設定設定設定

5200520052005200

�測ることがで

きるKPIを決定

�裏付けに基づ

いた戦略を考

え設定

目標目標目標目標，，，，KGIKGIKGIKGIのののの設設設設

定定定定

5100510051005100

四半期評価会四半期評価会四半期評価会四半期評価会

議議議議のアジェンのアジェンのアジェンのアジェン

ダダダダ設定設定設定設定

7100710071007100

評価会議評価会議評価会議評価会議のののの

日程設定日程設定日程設定日程設定

7200720072007200

7000700070007000

評価会議評価会議評価会議評価会議のののの設定設定設定設定

�四半期ごとの

評価会議日時

、参加者、アジ

ェンダをこの時

点で決定

�グリッドの戦

略を考えるため

に、外部環境、

内部環境の情

報を収集整理

4000400040004000

Context,Context,Context,Context,

Assumption
のののの収集収集収集収集，，，，考察考察考察考察

戦略戦略戦略戦略のののの裏付裏付裏付裏付けけけけ

情報情報情報情報のののの収集収集収集収集

とととと評価評価評価評価

4100410041004100

作

業

概

要

6000600060006000

グリッドグリッドグリッドグリッド評価評価評価評価

�グリッド全体を

見ながら、縦、

横の整合性を

評価し、不整合

の部分を修正

GQM+StrategiesGQM+StrategiesGQM+StrategiesGQM+Strategies

グリッドのグリッドのグリッドのグリッドの評価評価評価評価

6100610061006100
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� 各部長各部長各部長各部長がががが一人一人一人一人でででで作成作成作成作成。。。。 そのそのそのその後後後後、、、、部課長部課長部課長部課長でででで議論議論議論議論

� 目標目標目標目標（（（（ゴールゴールゴールゴール））））とととと施策施策施策施策のののの上下上下上下上下のののの論理性論理性論理性論理性、、、、左右左右左右左右のののの衝突衝突衝突衝突をををを部課長部課長部課長部課長でででで議論議論議論議論

� 業績評価指標業績評価指標業績評価指標業績評価指標はははは、、、、最後最後最後最後にににに設定設定設定設定

� 部単位部単位部単位部単位がががが完成完成完成完成したらしたらしたらしたら、、、、それをそれをそれをそれを合体合体合体合体しししし、、、、本部全体本部全体本部全体本部全体（（（（本部長本部長本部長本部長、、、、部長部長部長部長））））でででで整合性確認整合性確認整合性確認整合性確認

目標管理設計目標管理設計目標管理設計目標管理設計プロセスプロセスプロセスプロセス（（（（更新更新更新更新））））

①①①①目標目標目標目標（（（（ゴールゴールゴールゴール）、）、）、）、戦略戦略戦略戦略（（（（施策施策施策施策））））のののの分解分解分解分解

④ゴールに④ゴールに④ゴールに④ゴールに対対対対するするするする業績評価指標業績評価指標業績評価指標業績評価指標（（（（KPI)のののの設定設定設定設定

③③③③目標目標目標目標（（（（ゴールゴールゴールゴール））））からからからから戦略戦略戦略戦略（（（（施策施策施策施策））））をををを導導導導きききき出出出出したしたしたした

背景背景背景背景（（（（根拠根拠根拠根拠））））をををを確認確認確認確認

②②②②階層木階層木階層木階層木のののの上下上下上下上下、、、、左右左右左右左右のののの整合性整合性整合性整合性チェックチェックチェックチェック

仮説仮説仮説仮説

� 各部長が作成してみる。

� チームで議論をしながら部単位での完成

度を上げる

仮説仮説仮説仮説のブラシュアップのブラシュアップのブラシュアップのブラシュアップ

� 階層木の上下の分解の論理性

� 階層木の左右の目標、施策の矛盾や衝突

検証検証検証検証

� 根拠が不足している場合には裏付け調査

� 調査はアンケート、インタビュー

KPIのののの設定設定設定設定

目標（ゴール）に関して業績評価指標を設定。



8Copyright (c) 2018 ITOCHU Techno-Solutions Corporation

目標管理事例目標管理事例目標管理事例目標管理事例（（（（目標目標目標目標とととと戦略戦略戦略戦略のののの木構造木構造木構造木構造をををを作作作作るるるる））））

SIの利益率を5%向上させる

目標（ゴール）

工程遅延を起こす案件を減らす

戦略

SEの稼働率を上げる

戦略

利益率の高い案件を狙う

（選択と集中）

戦略

後戻り案件を10%以内に削減する

目標（ゴール）

見積もりブレ幅を10%以内に抑える

目標（ゴール）

PLの管理作業を20%削減

目標（ゴール）

開発工程における要求定義工数割

合を上げる（上流工程重視）

戦略

要件定義時に業務マニュアル作成

を実施する

戦略

業務要件シミュレーションテストを採

用する

戦略

� ラフスケッチでラフスケッチでラフスケッチでラフスケッチで良良良良いのでいのでいのでいので、、、、一旦木構造一旦木構造一旦木構造一旦木構造をををを作作作作ってしまうってしまうってしまうってしまう。。。。

できればできればできればできれば部長部長部長部長がががが一人一人一人一人でででで作成作成作成作成してみるしてみるしてみるしてみる。（。（。（。（優秀優秀優秀優秀なななな課長課長課長課長へへへへ依頼依頼依頼依頼してもしてもしてもしても良良良良いがいがいがいが））））
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� ゴールゴールゴールゴール、、、、戦略戦略戦略戦略のののの木構造木構造木構造木構造がががが整整整整ったったったった時点時点時点時点でででで、、、、縦縦縦縦のののの論理性論理性論理性論理性とととと横横横横のののの矛盾矛盾矛盾矛盾（（（（主主主主にににに衝突衝突衝突衝突））））についてについてについてについて部課部課部課部課

長長長長でででで議論議論議論議論しながらしながらしながらしながら矛盾点矛盾点矛盾点矛盾点をあぶりだすをあぶりだすをあぶりだすをあぶりだす。。。。

Copyright (c) 2018 ITOCHU Techno-Solutions Corporation

目標管理事例目標管理事例目標管理事例目標管理事例（（（（整合性整合性整合性整合性のののの議論議論議論議論））））

横横横横のののの衝突衝突衝突衝突があるかがあるかがあるかがあるか

SIの利益率を5%向上させる

目標（ゴール）

工程遅延を起こす案件を減らす

戦略

SEの稼働率を上げる

戦略

利益率の高い案件を狙う

（選択と集中）

戦略

後戻り案件を10%以内に削減する

目標（ゴール）

見積もりブレ幅を10%以内に抑える

目標（ゴール）

PLの管理作業を20%削減

目標（ゴール）

開発工程における要求定義工数割

合を上げる（上流工程重視）

戦略

要件定義時に業務マニュアル作成

を実施する

戦略

業務要件シミュレーションテストを採

用する

戦略

要件定義工数要件定義工数要件定義工数要件定義工数をををを上上上上げればげればげればげれば

本当本当本当本当にににに後戻後戻後戻後戻りはりはりはりは防防防防げるのかげるのかげるのかげるのか？？？？

SESESESEのののの稼働稼働稼働稼働をををを上上上上げてげてげてげて

選択選択選択選択とととと集中集中集中集中ができるのかができるのかができるのかができるのか？？？？

縦縦縦縦のののの論理性論理性論理性論理性がががが確保確保確保確保できているかできているかできているかできているか
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目標目標目標目標からからからから戦略戦略戦略戦略をををを導導導導きききき出出出出したしたしたした背景背景背景背景（（（（根拠根拠根拠根拠））））をををを確認確認確認確認

戦略

工程遅延を起こす案件

を減らす

SIの利益率を5%向上

目標（ゴール）

戦略

開発工程における要求

定義工数割合を上げる

（上流工程重視）

後戻り案件を10%以内

に削減する

目標（ゴール）

事実／仮定

事実／仮定

＜事実＞

・システム開発プロセスの中で要求定義工数のしめる割合

は約10%。

・利益率を下げる要因は100%工程遅延である。

・基本設計での工程遅延を起こす案件が80%超えている。

・工程遅延の要因が要求再定義のものは50%を超える。

＜仮定＞

・要求定義の甘さが見積もりの甘さにつながる。

・要求定義の甘さが工程の遅延を引き起こす。

・要求定義の後戻りは余計なドキュメントが増える。

（顧客への説明資料、発注側/受注側のどちらの原因化の

究明資料、顧客上層部への説明資料等）

【【【【戦略戦略戦略戦略のののの根拠根拠根拠根拠】】】】

� 木構造木構造木構造木構造でででで縦縦縦縦のののの論理性論理性論理性論理性とととと横横横横のののの矛盾矛盾矛盾矛盾（（（（主主主主にににに衝突衝突衝突衝突））））についてについてについてについて議論議論議論議論になったものはになったものはになったものはになったものは、、、、念入念入念入念入りにりにりにりに背景背景背景背景

（（（（根拠根拠根拠根拠））））についてについてについてについて確認確認確認確認するするするする。（。（。（。（部課長部課長部課長部課長だけでなくだけでなくだけでなくだけでなく担当者担当者担当者担当者にもヒアリングにもヒアリングにもヒアリングにもヒアリング））））
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ゴールにゴールにゴールにゴールに対対対対するするするする業績評価指標業績評価指標業績評価指標業績評価指標のののの設定設定設定設定

戦略

工程遅延を起こす案件を

減らす

SIの利益率を5%向上

目標（ゴール）

戦略

開発工程における要求定

義工数割合を上げる

（上流工程重視）

後戻り案件を10%以内に削

減する

目標（ゴール）

今年度末の平均利益率

は？

測定値（M)

前年度平均利益率はXX%

測定のベースライン（B)

前年度SI利益率5%増を評

価する

何を評価するか

IF M-B >=5% THEN OK 

ELSE FAILED 

達成の判定基準

要求再定義の案件数

測定値（M)

全案件数

測定のベースライン（B)

要求再定義案件を10%以

内にすることを評価する

何を評価するか

IF M/B <=10% THEN OK 

ELSE FAILED 

達成の判定基準

事実／仮定

事実／仮定

� 評価指標評価指標評価指標評価指標のののの数値数値数値数値をををを検討検討検討検討しながらゴールのしながらゴールのしながらゴールのしながらゴールの妥当性妥当性妥当性妥当性をををを議論議論議論議論

� 四半期四半期四半期四半期のモニタリングのモニタリングのモニタリングのモニタリング指標指標指標指標(KPI)(KPI)(KPI)(KPI)もももも決決決決めておくめておくめておくめておく

KGIKGIKGIKGIはははは決決決決まってもまってもまってもまっても

KPIKPIKPIKPIはははは？？？？

後戻後戻後戻後戻りりりり工数工数工数工数はははは

測測測測らなくてらなくてらなくてらなくて良良良良いのかいのかいのかいのか？？？？
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� 目標定義目標定義目標定義目標定義シートはシートはシートはシートは、、、、５５５５W1HW1HW1HW1H形式形式形式形式でででで明確明確明確明確なななな記載記載記載記載ができるができるができるができる。。。。

� 測定指標定義測定指標定義測定指標定義測定指標定義シートのシートのシートのシートの赤赤赤赤枠枠枠枠（（（（点点点点線線線線））））部分部分部分部分はははは、、、、使使使使わなくてもわなくてもわなくてもわなくても良良良良いいいい。（。（。（。（目標定義目標定義目標定義目標定義シートをシートをシートをシートを同等同等同等同等なためなためなためなため））））

� 最最最最終終終終的的的的にににに目標定義目標定義目標定義目標定義シートはすシートはすシートはすシートはすべべべべてにてにてにてに活活活活用用用用したがしたがしたがしたが、、、、測定指標定義測定指標定義測定指標定義測定指標定義シートはシートはシートはシートは、、、、

一部一部一部一部しかしかしかしか使使使使わずグリッドにわずグリッドにわずグリッドにわずグリッドに直接直接直接直接記載記載記載記載したしたしたした。。。。

目標管理事例目標管理事例目標管理事例目標管理事例（（（（定義定義定義定義シートをシートをシートをシートを使使使使うううう））））

１１１１．．．．活動活動活動活動（（（（どうしたいかどうしたいかどうしたいかどうしたいか）））） 増加させる

２２２２．．．．フォーカスフォーカスフォーカスフォーカス（（（（何何何何をををを）））） SI利益率

３３３３．．．．対象対象対象対象（（（（改善対象改善対象改善対象改善対象となるものとなるものとなるものとなるもの）））） ｼｽﾃﾑ開発案件

４４４４．．．．定量値定量値定量値定量値（（（（どのぐらいどのぐらいどのぐらいどのぐらい）））） 平均５％

５５５５．．．．期間期間期間期間（（（（いつまでにいつまでにいつまでにいつまでに）））） 今年度末までに

６６６６．．．．責任範囲責任範囲責任範囲責任範囲 各開発部長

７７７７．．．．制約制約制約制約（（（（制限制限制限制限）））） 受注率は現状維持

８８８８．．．．他他他他のののの目標目標目標目標とのとのとのとの関係関係関係関係 物販利益率

対象対象対象対象

（（（（何何何何にににに対対対対してしてしてして））））

SI利益率

目目目目的的的的

内内内内容容容容

（（（（QualitQualitQualitQualityyyy AspeAspeAspeAspecccctttt））））

責任範囲責任範囲責任範囲責任範囲

背景背景背景背景

（（（（事実事実事実事実とととと仮定仮定仮定仮定））））

評価

今年度末までに前

年度利益率比を

５％増加させる。

開発部長

事実と仮定を

参照

解解解解釈釈釈釈モデルモデルモデルモデルをををを作作作作るためるためるためるためのののの質問質問質問質問

（（（（QualitQualitQualitQualityyyy FFFFooooccccusususus））））

変変変変動要動要動要動要素素素素（（（（VVVVariationariationariationariation FFFFaaaacccctorstorstorstors））））

今年度末平均SI利益率は？ 人月単価

ベベベベースースースースライライライラインンンン（（（（基準基準基準基準））））

変変変変動要動要動要動要素素素素ががががベベベベースースースースライライライラインにンにンにンに

及及及及ぼぼぼぼすすすす影響影響影響影響

昨年度末平均SI利益率＝XX%

解解解解釈釈釈釈モデルモデルモデルモデル（（（（測定目標測定目標測定目標測定目標））））

人月単価

今年度末平均SI利益率-昨年度末SI平均利益率＞＝５%

① 目標（ゴール）定義シート ② 測定指標（KGI）定義シート
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� 目標目標目標目標をををを達成達成達成達成するためにするためにするためにするために、、、、戦略戦略戦略戦略にににに矛盾矛盾矛盾矛盾がががが生生生生じじじじるケースがるケースがるケースがるケースが多多多多くくくく発生発生発生発生するするするする。。。。

� そこからそこからそこからそこから他他他他部署部署部署部署のののの戦略戦略戦略戦略にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼぼぼぼすことがすことがすことがすことが多多多多いいいい。。。。

� 他他他他部署部署部署部署もももも含含含含めためためためた戦略整合性戦略整合性戦略整合性戦略整合性（（（（横横横横のののの整合性整合性整合性整合性））））のののの調調調調整整整整にはにはにはには時間時間時間時間がかかるがかかるがかかるがかかる。。。。しかししかししかししかし最最最最終終終終的的的的にはにはにはには必要必要必要必要。。。。

目標管理事例目標管理事例目標管理事例目標管理事例（（（（整合性整合性整合性整合性のののの確保確保確保確保））））

戦略

利益率の高い案件を狙う

（選択と集中）

戦略

SEの稼働率を上げる

SIの利益率を５％向上

目標（ゴール）

SESESESEのののの稼働稼働稼働稼働率率率率をををを上上上上げるためにはげるためにはげるためにはげるためには

早早早早いものいものいものいもの順順順順でででで案件案件案件案件をををを獲獲獲獲得得得得

しなければならないしなければならないしなければならないしなければならない

狙狙狙狙いたいいたいいたいいたい案件案件案件案件がががが来来来来たときにたときにたときにたときに

SESESESEがががが割割割割りりりり当当当当てられないてられないてられないてられない

（（（（SESESESEがいないがいないがいないがいない））））

矛盾矛盾矛盾矛盾

営業営業営業営業によるによるによるによる案件案件案件案件のリのリのリのリササササーーーーチチチチ情報情報情報情報ととととプロプロプロプロススススペペペペククククトトトト、、、、案件戦略案件戦略案件戦略案件戦略によるによるによるによるSESESESE側側側側へのフォーへのフォーへのフォーへのフォーキャキャキャキャスススストトトトがががが必要必要必要必要
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� 目標目標目標目標、、、、戦略戦略戦略戦略、、、、目標指標目標指標目標指標目標指標、、、、裏付裏付裏付裏付けけけけ（（（（Context/AssumptionContext/AssumptionContext/AssumptionContext/Assumption))))をををを用用用用いたいたいたいた目標管理目標管理目標管理目標管理はははは有有有有効効効効であるであるであるである。。。。

� 部単位部単位部単位部単位ははははExcel A3Excel A3Excel A3Excel A3一一一一枚枚枚枚でででで表表表表現現現現できるためできるためできるためできるため、、、、上下左右上下左右上下左右上下左右のののの整合性整合性整合性整合性がががが確保確保確保確保できるできるできるできる。。。。

� 本部単位本部単位本部単位本部単位になるとシートがになるとシートがになるとシートがになるとシートが何枚何枚何枚何枚にもなりにもなりにもなりにもなり、、、、部間部間部間部間のののの整合性確保整合性確保整合性確保整合性確保にににに手手手手間間間間がかかるがかかるがかかるがかかる。。。。

まとめまとめまとめまとめ

プロモーションG

全社
Goal: G2経常は売上高比26%をkeep

GQM Goal: GQM2 今年度経常利益 GQM  Metric: M2.2今年度経常利益GQM Question: Q2.1昨年度経常利益 GQM  Metric: M2.1昨年度経常利益＝ 78億経常は売上高比26%をkeepを評価する GQM Question: Q2.2

Goal: G12ユーザ会を活かしたプロモーショ ン GQM Question: Q12.1ユーザ会会員数は GQM Metric: M12.1ユーザ会会員数>=１万人GQM Goal: GQM12ユーザ会を活かしたプロモーショ ンを評価する
Strategy: S21既存ユーザ会の拡張 Strategy: S22新ユーザ会（ネットユーザ会）の開設プロモーションG

Goal: G11年齢層や肌質に合わせた効果的な商品セット（組み合わせ）の開発 GQM Question: Q11.1年齢層や肌質に合わせた効果的な商品組み合わせパッケージ数は GQM Metric: M11.1年齢層や肌質に合わせた効果的な商品組み合わせパッケージ数>=10

GQM Goal: GQM11年齢層や肌質に合わせた効果的な商品組み合わせの開発を評価する
Strategy: S16プロファイリングによる顧客特徴別の嗜好、肌に関する悩みデータの整備 Strategy: S17

SNS等によるクチコミ情報分析
プロモーションG

Goal: G9顧客特徴別（年齢別、性別）のプロモーショ ン（宣伝）の作成 GQM Question: Q9.1顧客特徴別（年齢別、性別）のプロモーショ ン（宣伝）数は GQM Metric: M9.1顧客特徴別（年齢別、性別）のプロモーショ ン（宣伝）数は
>=20

GQM Goal: GQM9顧客特徴別（年齢別、性別）のプロモーショ ン（宣伝）の作成を評価する
Strategy: S18複合メディア（TV、ネットTV等）型コマーシャル作成 Strategy: S20

SNS、Twitterを活用したクチコミによる宣伝営業G
Goal: G6新商品（アンチエージング）の対面販売による売上高 2億 GQM Question: Q61新商品（アンチエージング）の対面販売による売上高は GQM Metric: M6.1新商品（アンチエージング）の対面販売による売上高>=2億GQM Goal: GQM6新商品（アンチエージング）の対面販売による売上高 2億を評価する

Strategy: S10対面窓口の販売員への美容知識や新商品（アンチエージング）のデータ整備
営業G

Goal: G7既存顧客リピート率 5%増加
GQM Metric: M7.2今年度既存顧客リピート率GQM Question: Q7.1昨年度既存顧客リピート率は GQM Metric: M7.1昨年度既存顧客リピート率

=70%

GQM Goal: GQM 7既存顧客リピート率 5%増加を評価する 今年度既存顧客リピート率はGQM Question: Q7.2

Strategy: S12プロファイリングに合わせた美容相談の実施 Strategy: S13ユーザ会への勧誘
営業G

Goal: G8既存顧客単価 前年度比20%増加
GQM Metric: M8.2今年度顧客単価GQM Question: Q8.1昨年度既存顧客単価 GQM Metric: M8.1昨年度既存顧客単価=12000円GQM Goal: GQM8既存顧客単価 前年度比20%増加を評価する 今年度既存顧客単価GQM Question: Q8.2

Strategy: S14年齢層や肌質に合わせたスキンケア商品のセット販売 Strategy: S15商品セットの売り方、勧め方がわかるデータ整備Strategy: S11顧客プロファイリングの作成
営業

Goal: G3新商品（差別化商品）の販売による売上高 2億 GQM Question: Q3.1新商品（差別化商品）の販売による売上高は GQM Metric:M 3.1新商品（差別化商品）の販売による売上高>=2億GQM Goal: GQM3新商品（差別化商品）の販売による売上高 2億を評価する
Strategy: S4新商品（アンチエージング）の対面販売による販売強化 営業

Goal: G4既存販売網における前年度売上高5%増
GQM Metric: M4.2既存販売網における今年度売上高はGQM Question: Q4.1既存販売網における前年度売上高は GQM Metric:M4.1既存販売網における前年度売上高は=111億GQM Goal: GQM4既存販売網における前年度売上高5%増を評価する 既存販売網における今年度売上高はGQM Question: Q4.2

Strategy: S15商品の組み合わせ（セット）販売による顧客への統合価値の提供 営業
Goal: G5新規販売網における新規顧客獲得による売上高 3億 GQM Question: Q5.1新規販売網における新規顧客獲得による売上高は GQM Metric:M5.1新規販売網における新規顧客獲得による売上高>=3億GQM Goal: GQM5新規販売網における新規顧客獲得による売上高 3億を評価する

Strategy: S7コンビニ販路開拓Strategy: S6ドラッグストア販路開拓 Strategy: S9年齢別、性別ごとのマーケティング強化Strategy: S8中国での新設カウンタを設置

全社
Goal: G1売上高を前年度比12%伸ばす 今年度全社の売上高 GQM Metric: M1.2今年度全社の売上高GQM Question: Q1.1昨年度全社の売上高 GQM Metric: M1.1昨年度全社の売上高＝３００億

GQM Goal: GQM1全社の売上げ12%向上を評価する GQM Question: Q1.2

Strategy: S2既存顧客の深耕 （既存販路の対応力を強化した上で、複数販路の相乗効果によるお客様のご利用頻度向上）Strategy: S1商品力強化 （圧倒的に他社と差別性のあるメディカルプロダクトの開発） Strategy: S15新規顧客の獲得（アジア市場、若年層）IF M1.2/ M1.1 >=1.12 THEN OK 

ELSE FAILED 

GQM Interpretation 

C&A: C&A: 

C&A: C&A: C&A: 
IF M3.1 THEN OK ELSE FAILED 

GQM Interpretation 

IF M4.2/ M4.1 >=1.05 THEN OK 

ELSE FAILED 

GQM Interpretation 

IF M5.1 THEN OK ELSE FAILED 

GQM Interpretation 

C&A: 
G7=>S11

C&A: 
G8=>S14

IF M7.2/ M7.1 >=1.05 THEN OK 

ELSE FAILED 

GQM Interpretation 

IF M8.2/ M8.1 >=1.2 THEN OK 

ELSE FAILED 

GQM Interpretation 

C&A: 
IF M6.1 THEN OK ELSE FAILED 

GQM Interpretation 

IF M9.1 THEN OK ELSE FAILED 

GQM Interpretation 

C&A: 
G9=>S18

IF M12.1 THEN OK ELSE FAILED 

GQM Interpretation 

C&A: 
G12=>S21

C&A: 
G11=>S16

IF M11.1 THEN OK ELSE FAILED 

GQM  Interpretation 

C&A: 

C&A: C&A: C&A: 

C&A: 
C&A: 

G7=>S13

C&A: 
G8=>S15

C&A: 
G9=>S20

C&A: 

G12=>S22

C&A: 
G11=>S17

IF M2.2/ M2.1 >=1.26 THEN OK 

ELSE FAILED 

GQM  Interpretation 

戦略戦略戦略戦略をををを具体的具体的具体的具体的にににに表現表現表現表現

しているのはしているのはしているのはしているのは、、、、一番末一番末一番末一番末

端端端端のののの戦略戦略戦略戦略になりますになりますになりますになります。。。。

戦略は、上位の戦略と

の整合性が取れてい

なければならない。

GQM
+
Strategies

®
グ

リッド

は、その整合性を可視

化できる。

施策が有効に働いた

かどうかを検証する際

には、ボトムから評価

していくため、問題が

特定しやすい。
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改善改善改善改善

導入当初からの改善点：

１．グリッドは、部門単位で管理

�本部レベルは部門のトップ目標（対象4部門）のみを見る

２．目標管理プロセスの見直し

�各部長が一人で作成。 その後、部課長で議論

�目標（ゴール）と施策の上下の論理性、左右の衝突を部課長で議論

�業績評価指標は、最後に設定

�部単位が完成したら、それを合体し、本部全体（本部長、部長）で

整合性確認
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